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(57)【要約】
　エアロゾル発生デバイスのための消耗品カートリッジ
（１０、１１０、２１０）が開示される。カートリッジ
は煙草などエアロゾル形成材料を含み、加熱器（３０、
３３０）から熱を受けると蒸気を放出し得る。カートリ
ッジは、加熱器（３０、３３０）を受けるためのスロッ
ト（２２、１２２、２２２）を含む。スロット（２２、
１２２、２２２）は、エアロゾル形成材料を第１部分及
び第２部分（２６、２８）に仕切ることができ、空気流
路が第１部分において第１方向及び第２部分において第
２方向に延在し、第１方向が第２方向の反対である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生デバイスのための消耗品カートリッジであって、前記消耗品カートリッ
ジが、
前記エアロゾル発生デバイスから熱を受けるとエアロゾルを形成するよう適合されたエア
ロゾル形成材料と、
前記エアロゾル形成材料を第１部分及び第２部分に仕切るように構成された仕切り要素で
あって、空気流路が前記第１部分において第１方向及び前記第２部分において第２方向に
延在し、前記第１方向が前記第２方向の反対である仕切り要素と
を含む消耗品カートリッジ。
【請求項２】
　前記仕切り要素が前記エアロゾル形成材料を第１、第２及び第３部分に仕切るように構
成され、前記気流が前記第３部分において前記第１方向に延在する、請求項１に記載の消
耗品カートリッジ。
【請求項３】
　前記仕切り要素が、前記エアロゾル形成材料を第４部分に仕切るようにさらに構成され
、前記気流が前記第４部分において前記第２方向に延在する、請求項２に記載の消耗品カ
ートリッジ。
【請求項４】
　前記気流が前記第１及び第２部分の間で波状である、請求項１～３のいずれか一項に記
載の消耗品カートリッジ。
【請求項５】
　前記消耗品カートリッジが外側ケーシングをさらに含み、前記仕切り要素が前記外側ケ
ーシングに取り付けられる、請求項１～４のいずれか一項に記載の消耗品カートリッジ。
【請求項６】
　前記仕切り要素が加熱要素を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の消耗品カート
リッジ。
【請求項７】
　前記エアロゾル形成材料が、案内部であって、中に前記仕切り要素が位置付けられ得る
案内部を形成するよう配置される、請求項１～６のいずれか一項に記載の消耗品カートリ
ッジ。
【請求項８】
　前記第１及び第２部分が前記第１及び第２方向に平行である第１及び第２長さを有し、
前記仕切り要素の長さがエアロゾル形成材料の前記部分の前記第１及び第２長さ未満であ
る、請求項１～７のいずれか一項に記載の消耗品カートリッジ。
【請求項９】
　エアロゾル発生デバイスであって、
加熱器と、
前記加熱器から熱を受けるとエアロゾルを形成するよう適合されたエアロゾル形成材料を
含む消耗品カートリッジと、
前記エアロゾル形成材料を第１部分及び第２部分に仕切るように構成された仕切り要素で
あって、空気流路が前記第１部分において第１方向に、及び前記第２部分において第２方
向に延在し、前記第１方向が前記第２方向の反対である仕切り要素と
を含むエアロゾル発生デバイス。
【請求項１０】
　エアロゾルを発生させる方法であって、
空気流を消耗品に供給するステップであって、前記消耗品が、少なくとも第１及び第２部
分に仕切られたエアロゾル形成材料を含み、前記空気流が、前記第１部分において第１方
向に、及び前記第２部分において対向する第２方向に延在するステップ
を含む方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾル発生デバイスとの使用のための消耗品カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の巻き煙草の代替品を提供しようとするいくつかの新世代喫煙デバイスが導入され
てきた。１つのそのようなデバイスは欧州特許第２７７２１４８Ａ２号明細書において説
明されている。この配置構成において、喫煙デバイスには、マウスピース、ケーシング、
電気加熱器及びバッテリが設けられる。消耗品カートリッジは、デバイスにおいて加熱器
に隣接して設置され得る。消耗品カートリッジは、煙草材料を包み込むケーシングを有す
る。カートリッジはまた、穿孔及び通気穴を含む。加熱器はカートリッジのケーシングを
加熱することができ、中に含まれる煙草を燃焼させずに加熱し、これによりエアロゾルが
放出される。このエアロゾル又は蒸気は次いでマウスピースを通じてユーザにより吸入さ
れ得る。
【０００３】
　使用期間後、消耗品カートリッジは使い切られる。ユーザは次いで消耗品カートリッジ
を取り外して交換し得る。
【０００４】
　カートリッジの寿命を延ばすため、及び、カートリッジが交換されるときに煙草が完全
に使い切られていることを確実にするために、カートリッジの効率を向上させることが望
ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の態様によると、エアロゾル発生デバイスのための消耗品カートリッジであって
、消耗品カートリッジが、エアロゾル発生デバイスから熱を受けるとエアロゾルを形成す
るよう適合されたエアロゾル形成材料と、エアロゾル形成材料を第１部分及び第２部分に
仕切るように構成された仕切り要素であって、空気流路が第１部分において第１方向及び
第２部分において第２方向に延在し、第１方向が第２方向の反対である仕切り要素とを含
む消耗品カートリッジが提供される。
【０００６】
　このようにして、気流は、エアロゾル形成材料の第１部分及び第２部分を通じて仕切り
要素により空気流路に沿って方向付けられ得る。第１方向及び反対側（第２）方向に気流
を方向付けることにより、エアロゾル形成材料は気流により良好に露出され得る。エアロ
ゾル形成材料と気流との間の相互作用はしたがって向上されることができ、このことはカ
ートリッジの効率を向上させ得る。
【０００７】
　空気流路は一端でカートリッジに入り得るとともに同じ端部で、又は反対側の端部でカ
ートリッジを出ることができる。
【０００８】
　好ましくは、仕切り要素はエアロゾル形成材料を第１、第２及び第３部分に仕切るよう
に構成され、気流は第３部分において第１方向に延在する。さらなる好ましい配置構成に
おいて、仕切り要素は、エアロゾル形成材料を第４部分に仕切るように構成され、気流は
第４部分において第２方向に延在する。
【０００９】
　エアロゾル形成材料が実質的に同様の大きさの部分に分割されるように、仕切り要素は
実質的に十字であってもよい。仕切り要素は、互いに対して実質的に９０度の角度が付い
ているコンポーネントを含み得る。
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【００１０】
　好ましくは、気流は第１及び第２部分の間で波状である。したがって、気流はそれぞれ
の部分において実質的に線形方向に延在することができ、部分間で湾曲することができる
。特に、気流は仕切り要素の端部の周りで湾曲し得る。十字仕切り要素が使用されるとき
、気流は、波状プロファイルとの交差部の中心軸の周りに円周方向に延在し得る。
【００１１】
　好ましくは、カートリッジは外側ケーシングを含み、仕切り要素は外側ケーシングに取
り付けられる。このようにして、仕切り要素は外側ケーシングと一体的になり得る。仕切
り要素は、したがって、エアロゾル発生デバイスにおいて設置されていないときでも消耗
品カートリッジの一部となり得る。
【００１２】
　仕切り要素は加熱要素を含み得る。加熱要素は好ましくはエアロゾル発生デバイスの一
部である。いくつかの配置構成において、複数の仕切り要素があってもよい。ある仕切り
要素は外側シェルに取り付けられ得るとともに消耗品カートリッジと一体的であってもよ
く、別の仕切り要素はエアロゾル発生デバイスの一部であり得るとともに消耗品カートリ
ッジがエアロゾル発生デバイスに設置されるときに存在してもよい。
【００１３】
　エアロゾル形成材料は、案内部であって、中に仕切り要素が位置付けられ得る案内部を
形成するよう配置されてもよい。したがって、仕切り要素は、エアロゾル形成材料におけ
る案内部又はスロットに挿入され得る。例えば、エアロゾル発生デバイスにおける加熱デ
バイスが仕切り要素として機能するために案内部に受け入れられてもよい。
【００１４】
　第１及び第２部分は第１及び第２方向に平行である第１及び第２長さを有し、仕切り要
素の長さはエアロゾル形成材料の当該部分の第１及び第２長さ未満であってもよい。これ
は、気流が仕切り要素の端部の周りで湾曲し得るため、波状気流プロファイルを円滑にし
得る。
【００１５】
　本発明の別の態様によると、エアロゾル発生デバイスであって、加熱器と、加熱器から
熱を受けるとエアロゾルを形成するよう適合されたエアロゾル形成材料を含む消耗品カー
トリッジと、エアロゾル形成材料を第１部分及び第２部分に仕切るように構成された仕切
り要素であって、空気流路が第１部分において第１方向に、及び第２部分において第２方
向に延在し、第１方向が第２方向の反対である仕切り要素とを含むエアロゾル発生デバイ
スが提供される。
【００１６】
　好ましくは、空気流路はエアロゾル発生デバイス内に延在する。特に、エアロゾル発生
デバイスは、気流を発生させるとともに気流をエアロゾル形成材料に供給するために使用
されてもよい。このようにして、気流はエアロゾル発生デバイス内で発生され得、消耗品
カートリッジへ供給され得、消耗品カートリッジから排出され得る。
【００１７】
　複数の仕切り要素があってもよい。いくつかの配置構成において、加熱器は仕切り要素
として機能し得る。他の配置構成において、仕切り要素は消耗品カートリッジと一体的で
あってもよい。
【００１８】
　本発明の実施形態はここで一例として図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態におけるカートリッジの正面図である。
【図２】図１に示されたカートリッジの下面図である。
【図３】本発明の別の実施形態におけるカートリッジ及び相補的加熱器の正面図である。
【図４】図３に示されたカートリッジの下面図である。
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【図５】図１～４、６及び７のいずれかに示されたカートリッジとの使用のための加熱器
の側面図である。
【図６】本発明の別の実施形態におけるカートリッジの正面図である。
【図７】図６に示されたカートリッジの下面図である。
【図８】図６及び７に示されたカートリッジとの使用のための加熱器の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１及び２は本発明の第１実施形態におけるカートリッジ１０を示す。カートリッジ１
０は、円形の断面とドーム型頂部とを備えた略円筒形を有する。カートリッジ１０は、エ
アロゾル形成材料を収容する外側金属ケーシングを有する。
【００２１】
　エアロゾル形成材料は、プロピレングリコール（ＰＧ）及び／又はグリセリン（Ｇ）の
混合物を含み得るキャリア材料を含み得る。好ましくは、キャリア材料は少なくとも２０
ｗｔ％の組成物を有する。エアロゾル形成材料は、挽いた煙草粒子（例えばキャリア材料
に加えて）を含み得る。エアロゾル形成材料は、例えば香味料及び水など他の材料も含み
得る。
【００２２】
　カートリッジ１０は、上面２０において通気穴１２、及び底面１８において入口／出口
穴１４、１６を含む。長方形スロット２２が底面１８に提供される。スロット２２は、第
１仕切り壁２４を提供し、煙草を第１部分２６及び第２部分２８に分割するように、カー
トリッジ１０の内部において延在する。
【００２３】
　使用の際、気流は入口穴１４内へ向けられる。気流は煙草の第１部分２６を通って延在
し、第１仕切り壁２４の頂部の上で湾曲し、煙草の第２部分２８を通って反対方向に延在
する。空気は次いで、出口穴１６を通ってカートリッジ１０を出ることができる。煙草に
より作られる蒸気は、出口穴１６及び／又は通気穴１２を通ってカートリッジ１０を出る
ことができる。気流はしたがって、第１部分２６を横断した後で、第１仕切り壁２４の反
対側に位置する第２部分２８に入る。気流は煙草の第２部分２８を横断した後で、出口穴
１６を通ってカートリッジ１０を出る。
【００２４】
　カートリッジ１０は、カートリッジの底面１８に当接する平面を有する従来の加熱器と
の使用に適合している。追加的に、カートリッジ１０は図５に示された加熱器３０と共に
使用され得る。加熱器３０は、スロット２２の形に合致する突出部３２を有する逆さにさ
れたＴのような形である。これにより、加熱器３０と接触しているカートリッジ１０の表
面積を有利に増加させ得る。これにより加熱の効率を増加させ得る。加えて、加熱がカー
トリッジ内部の煙草により効果的に提供され得る。
【００２５】
　図３及び４は、本発明の第２実施形態におけるカートリッジ１１０を示す。カートリッ
ジ１１０は、第２及び第３仕切り壁１３４、１３６が提供されていることを除き、第１実
施形態におけるカートリッジ１０と同様である。第２及び第３仕切り壁１３４、１３６は
、第１仕切り壁１２４に実質的に直交する方向に延在する。第２及び第３仕切り壁１３４
、１３６は、カートリッジ１１０の底面１１８よりわずかに高い位置から第１仕切り壁１
２４の高さをわずかに下回る高さへ延在する。したがって、僅かな間隙がカートリッジ１
１０の底面１１８と第２及び第３仕切り壁１３４、１３６の底部との間に提供される。
【００２６】
　第２実施形態におけるカートリッジ１１０は、スロット１２２内に延在し得る図５にお
ける加熱器３０との使用に適合している。
【００２７】
　使用の際、気流が入口穴１１４内へと向けられる。気流は、煙草の第１部分１２６を通
ってカートリッジ１１０において上向きに延在し、第１仕切り壁１２４の頂部の上で湾曲
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３６の下、第３仕切り壁１３６の底部と底面１１８との間で湾曲し、煙草の第３部分１３
０において上向きに延在する。気流は次いで、第１仕切り壁１２４の頂部の上でもう一度
湾曲し、煙草の第４部分１３２において下方に延在してから、出口穴１１６を通ってカー
トリッジ１１０を出ることができる。煙草により作られた蒸気及び／又はエアロゾルは、
出口穴１１６及び／又は通気穴１１２を通ってカートリッジ１１０を出ることができる。
このようにして、気流は第１部分１２６を横断した後で第２部分１２８に入り、第２部分
１２８を横断した後で第３部分１３０に入る。気流は第３部分１３０を横断した後で第４
部分１３２に入り、第４部分１３２を横断した後で出口穴１１６を通ってカートリッジ１
１０を出る。
【００２８】
　図６及び７は本発明の第３実施形態におけるカートリッジ２１０を示す。この配置構成
において、十字スロット２２２が底面２１８において提供される。十字スロット２２２は
カートリッジ２１０内で上向きに延在して、煙草を第１、第２、第３及び第４部分２２６
、２２８、２３０、２３２に分割する。十字スロット２２２は底面２１８の全直径にわた
って延在する第１仕切り壁２２４を含む。第２及び第３仕切り壁２３４、２３６は第１仕
切り壁２２４に垂直な方向に延在する。第２及び第３仕切り壁２３４、２３６は第１仕切
り壁２２４から離れるように半径方向に延在するが、底面２１８の円周方向エッジのとこ
ろまでは延在しない。したがって、間隙が第２及び第３仕切り壁２３４、２３６の縁とケ
ーシングの内との間に提供される。第２及び第３仕切り壁２３４、２３６は、カートリッ
ジ２１０の底面２１８から第１仕切り壁２２４の高さよりわずかに低い高さまで延在する
。
【００２９】
　第３実施形態におけるカートリッジ２１０は、図８に示された加熱器３３０との使用に
適合している。加熱器３３０は十字であり、十字スロット２２２の形状に合致する壁を含
む。加熱器３３０は、したがって、カートリッジ２１０における煙草の均一な加熱を提供
するために、十字スロット２２２に嵌入し得る。
【００３０】
　使用の際、気流が入口穴２１４内へと向けられる。気流は、煙草の第１２２６を通って
カートリッジ２１０内を上向きに延在し、第１仕切り壁２２４の頂部の上で湾曲し、煙草
の第２部分２２８を通って反対方向に延在する。気流は次いで、第３仕切り壁２３６の周
りに円周方向に湾曲する。気流は次いで、第１仕切り壁２２４の頂部の上でもう一度湾曲
し、煙草の第４部分２３２において下方に延在してから、出口穴２１６を通ってカートリ
ッジ２１０を出ることができる。煙草により作られる蒸気は、出口穴２１６及び／又は通
気穴２１２を通ってカートリッジ２１０を出ることができる。
【００３１】
　上述の実施形態において、カートリッジ１０、１１０、２１０は、スロット２２、１２
２、２２２を画定する、外側ケーシングに接続された内壁を含む。別の実施形態において
、スロット２２、１２２、２２２は単純に容器入りの煙草における間隙により画定され得
る。したがって、仕切り壁は、加熱器３０、３３０が関連するスロット２２、１２２、２
２２に受け入れられると、加熱器３０、３３０により画定され得る。
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